
Title Richard Kerschagl, Finanzwissenschaft. Abriss der Steuerlehre. 1935
Sub Title
Author 永田, 清

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1935

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.29, No.6 (1935. 6) ,p.881(135)- 885(139) 
JaLC DOI 10.14991/001.19350601-0135
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19350601-

0135

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


I
R
i
c
h
a
i
-
d

 

K
e
r
s
c
h
a
g
l
,

 

F
i
n
a
n
y
v
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

 

‘
 

A
b
r
i

ぶ 

d
e
r

 

s
t
e
u
e
r
l
e
h
r
e
v

 

1
9
3
5
.

一
.
.：

.

永

-

田

. 

y

:

-

.

V
:
.

バ‘.：；

い'
。

V
 

■パ：
；
，

.

.
：

：
-
、

：
：
？

：
；
-
. 

.

. 

i 

:
: 

.

.

.

.

. 

: 

.

.

.

..
,
.

» 

- ニ.
-
. 

.
‘ 

, 

.

. 

• 

:
• 

. 

. 

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

•

.
广 
i
, 

. 

' 

>
•
.
,
.
，
ノ

 

/
 

,
. 

‘ 

.

.

.

.

.

ニ
ン' 

>
. 

>
,

厂，.；

.

‘ 

. 

.

.
V
. 

.

. 

’

.
，
- 

.

.

.

.

.

.
 

L 

i

普
者
ケ
ル
シV

ャ

グ

せ

實

て

鶴

濟

學

方

法

論(
E
i
n
f̂
i
h
r
u
n
g
-
.
i
l
l

 

d

ザ
#

e
t
h
o
d
e
i
i
l
e
h
r
e

 

d
e
r

 

Î
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れ
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、
：序
說
、
，第

5

國

家

ま

租

桃

、
，第
二
^
^
^

簿

冗
i

:

i
家
M

税
組
織
1

ゅ
"
-
^

0
^

ま
.
*

i^sT

が
激
稅
输
w
め
の
.麻
政
學
敎

っ
て
i

i

せ

ら

れ

を
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秘

税

諭

を

：：̂

心

財

政

學

を

說

く
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著
臀
獨
自
の
立
一
場
で
は

な

い
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旣

に

早

く

ょ

り
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算

瑜

•
 

國

家

經

费

論

，
國

家

牧

入

論

：？

^
公

债

論

：
の
ツ
一

:
.般
的
形
式
に
對
す
；る
批
判
は
現
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
？
例
へ
ぼ
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ヵ
ィ
ツ
ル
は
财
政
學
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貨常收入めし
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て
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入

論
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を

述
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せ
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ポ
オ
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經
費
論
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財
政
學
の
研
究
範
圓
外
に
除
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し
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iの
ホ
i

欺
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質
あ
認
め
け
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制
漠
得
經
濟
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积
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o

あ
す
る
。
•こ
れ
等
の
論
者
 

タP
B

.
:

S

據
を
'

®

ザ

財

政

藥

思

缴

楊

成

を

規

ま

て

居

る0
.然
る
に
#

ル
.ツ
.參

赛
者
は
.
S

ゅ
純
梓
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财
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；
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即
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稅
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資
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矮廣
ぎな
い
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諭

ま

代

資

本

主

義

經

濟

め

、

於
て
は
、
-

i
論
は
，財 

政
學
の
極
め
て
重
要
な
るi

部
門
で
あ
る
0
:
蓋
し
斯
る
輕
濟
組
織
の
も
と
に
於
て
は
、
租
税
は
國
家
&

入
の
大
宗
で
あ
り
、
從
ウ
て
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本

主

義

國

家

は

所

謂

囊

國

家

だ

か
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で
，あ
る
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併

し

乍

ら

た
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な
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政
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經
濟
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)

力 

-
.

知
.る
論yrri
に
雲
1
^
て
.
ほ
；佛
論
異
議
‘は
な
い
。
.財
政
學
は
他
の
：種
々
：
な
る
社
會
科
廣
と
の
關
聯
に
於
て
說
明
さ
る
べ
き
で
あ
，̂

、
且
ウ 

社

會

糾

學

遺
P

蜜

濃

約

性

、が

財

政

擧

谋

間

的

制

約

を

決

定

す

：

‘る
t

l

る
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ソ：.\

,；

ホ
に
讚
者
：
^

第一
;

章P

家

を

租

税

第

I

節
.の
中
で
.租
税
國
家
其
れ
自
體
め
危
機
を
說
い
，て
居
る
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
，
斯
る
危
機
は 

!

に
H

i

ネ5
:

i
:

理
的
#

矛

盾

か

ら

ま

る
C
;
蔑

f

.

.近
代
的i

l

l

け
る
更
：.に
大
な
る
危
機

I

因
は
過S
, 

<;>.

滩
札
で
あ.る

.増
新
の
.結
跟
ぱ
租
税
の
基
礎
た
る

}

般
.私
經
濟
を
害
し
、
稅
牧
入
を
減
少
せ'し
め
る
の
み
，な
ら
す
、
更
に
失
業
者
の 

數
を
稽
.す
：力
：
社
濃
わ
ま
出
を
加.大

す

ま

れ

ふ2

.
一
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.こ 
>

に

ぶ

，企®

ネ
の
論
理
的
矛
盾
と
は

®

由
主
義
經
濟.
 

を
根
基
と
す
え
：租
税
牧
入
と

.の
衝
突
と/い
ふ
意
味
で
あ
ら
ぅ
。
成
程
、
自
由
主
義
輕
濟
を
不
動
の
も
の
と
考
ふ
れ
ば
、
公
企
業
の
廣
大 

は
確
か
に
：

一
:;

個
I

I

矛

盾

ま

る
。
^
^
^

あ
る
。
然
しl

l

g

ま

す

、
，國
S

能
：S

大•
 

S

維
®

に

繁

で

：國
家S

主
生
i

活
動
^
^

こ
と
ヵ
果
ぬ
S

者
は
寧
ろ
叙
述
.め
翁
描
を
固
孰
す
き
と
な
く
-

現
實
の
重
要
な
る
財
政
現
象
そ
れ
自
體
の
理
解
に
力
む

.
/

き
で 

あ
らf

v
.

 

:

ま

た

霊
.
.に

達
®

税
國
家
の
：危

機

と

5

ふ
こ
と
に
就
て
も
、
奢
者
の
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